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令和４年度 西落合小学校の教育について 

 

お子様のご入学、進級、誠におめでとうございます。 

「感染症対策」に関しましては、今まで同様、よろし

くお願いいたします。今後も安心・安全な教育活動を継

続できますよう、教職員一同鋭意努力してまいります。 

本校では、以下のような「教育目標」「目指す児童

像」「目指す学校像」「目指す教師像」を掲げ、その実現

を目指しております。 

 

本校は『コミュニティ・スクール』となり、３年目となりました。地域社会全体とのかか

わりの中で、未来を切り拓く子供たちのために、家庭、地域・社会、学校が一体となって、

健全育成に取り組んでまいります。 

今後も、子供たちに対して、成就感・連帯感を味わわせる教育活動を実践してまいりま

す。保護者の皆様には、ご支援・ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

≪教育目標≫ 

◎「考える子」（社会適応力） 

自ら学ぶ意欲をもち、時代の変化や社会の要請に対応できる力を育てる。 

→自ら課題を発見し、考え、判断し、よりよく解決する確かな学力を習得する。 

○「助け合う子」（人間形成力） 

生命尊重を基盤として、互いの人格を尊重し合い、豊かな人間性を育てる。 

 →自分の大切さと他の人の大切さを認め、行動できる豊かな人間性を養う。 

○「元気な子」（行動実践力） 

自らすすんで、健康の保持・増進及び体力の向上を図る能力と態度を育てる。 

 →たくましく生きるための健康・安全や体力の向上を図る。 

≪目指す児童像≫ 

○意欲的に学び、よく考え、自信をもって考えを表現できる子 

○しっかり話を聴く、最後まで聴く、規律正しく整然とした態度で学習する子 

≪目指す学校像≫ 

○共に生き、共に学び、一人一人が輝く学校 

○毎日、笑って、楽しく、幸せになれる小学校「笑楽幸（しょうがっこう）」 

≪目指す教師像≫ 

○心ひとつに、「率先垂範」で日常の指導にあたる 

○授業力・指導力を向上させ、安定した学級経営を営む 



 

 

《令和４年度 学校経営方針（一部）》 
〇「笑楽幸（毎日、笑って、楽しく、幸せになれる小学校）」を子供たち、地域・
保護者の皆様とともに創っていきます。 

〇子供を「主語」として、教師は、子供が最高の学びを得るために、子供が何を望
んで、どう行動しようとしているのかを把握し、それを支援してきます。 

〇人権教育を基盤として、「ウエル・ビーイング（身体的・精神的・社会的に良好
で満たされている状態）」を高めていきます。 

〇「多摩市いじめ防止対策推進条例」「いじめ防止基本方針」に基づき、「いじめ
を生まない、許さない」を基本とし、いじめのない学校づくりに努めます。 

〇率先垂範「先頭に立って模範を示す」を実践していきます。 
〇SMAP「Smile（笑顔）、Mission（使命感・責任感）、Action（行動力・実践
力）、Passion（情熱）」をもって行動していきます。 

〇凡事徹底「誰にでもできる当たり前のことを誰よりも徹底的に行う」ができる子

供を育成していきます。 
〇知覚動考＜ともかくうごこう＞「知って、覚えて、動いてから考える」ができる
子供を育成していきます。 

〇感染症対策「あい（間を空ける）、て（手を洗う）、ます（マスクをする）、か
（換気をする）」を徹底します。 

〇日常的に「あ（挨拶）、い（命）、う（運動）、え（笑顔）、お（思いやり）」

を大切にしていきます。 

〇挨拶は「あ（あかるく）、い（いつも）、さ（さきに）、つ（つづけて）」でき
る子供を育成していきます。 

〇３ワーク「フットワーク・ネットワーク・チームワーク」を大切にしていきます。 
〇SWIM話法「S（すごい・素晴らしい・さすが・その調子）、W（うまい・分か
る）、I（いいね）、M（見事だね）」を会話に取り入れていきます。 

〇問題が発生した場合「さ（最悪を考える）、し（慎重に行う）、す（素早く対応

する）、せ（誠実に対応する）、そ（組織的に対応する）」で解決していきます。 

〇多摩市条例第３５号「多摩市子ども・若者の権利を保障し支援と活躍を推進する

条例」を踏まえた上で児童の権利の保障と切れ目のない支援の充実に努めます。 

≪ESDJ≫ 
〇今年度より、「総合的な学習の時間」の名称を「ESDJ」といたします。 

〇「ESDJ」は、E：笑顔で、S：進んで、D：できる、J：時間、と捉えます。 

〇各教科等とも連携しながら、横断的な授業実践を行ってまいります。 

〇低学年の授業では「気付く」、中学年の授業では「つながる」、高学年の授業では

「創り出す」、わかば教室の授業では「認め合う」、専科の授業では「学び合う」

を大切にしていきます。 

〇課外として「ESD倶楽部」を創設し、子供たちの活動を支援してまいります。 

≪WEBQU≫ 
〇今年度より、「WEBQU」を導入し、児童理解や集団指導に生かしてまいります。 

〇「WEBQU」は、多くの教育委員会や学校実践で活用されています。 



《新型コロナウイルス感染症に係る学校の対応について》 
 

１ 今後の対応の基本方針 

変異株であっても、従来と同様、３密の回避、特に会話時のマスクの着用、手洗い、換気

などの基本的な感染症対策を徹底し、児童の安全を第一に考え、児童の学びと成長を維持し

てまいります。 

 

２ 基本的な感染症予防策の徹底 

〇３密の回避、こまめな手洗い、咳エチケット（マスクの着用） 

○毎日の検温や風邪症状の確認 

※体調不良などの症状が見られる場合は、無理をさせず休養させてください。 

〇登校時の健康チェック等の実施 

○教室の換気（可能な限り常時、困難な場合は３０分を目安に２方向を５分程度開放して実

施） 

○教室等における密集の回避 

 

３ 教育活動における感染症対策 

（１）学習活動について 

○感染症対策を講じてもなお飛沫感染の可能性が高い学習活動は、行いません。 

〇家庭の判断等によりやむを得ず学校に登校できない児童につきましては、タブレット端末

を活用した「オンライン授業配信」を行います。国語や算数等の限られた教科とはなりま

すが、希望がありましたら担任までお知らせください。 

 

（２）学校行事等について 

○遠足や社会科見学等の校外での学習について 

公共交通機関を利用しない場合は実施いたします。また、感染症対策が十分に講じら

れ、安全に配慮して当該交通機関を利用できる場合は、他の乗客への配慮を含め、慎重に

判断いたします。実施に当たっては、旅行先についての感染状況や受入れの可否、まん延

防止等重点措置の有無等を確認し、保護者等の意見を踏まえ、慎重に判断いたします。 

なお、実施する場合は「３密（密閉・密集・密接）」を徹底的に避け、「マスクの着

用」及び「手洗いなどの手指衛生」など基本的な感染対策を十分に行うとともに、子供た

ち自身にも、感染リスクを下げる行動を行わせます。 

○児童や教員が全員で集まる行事等について 

校庭での実施、もしくはタブレット端末や放送設備等を活用して各教室で実施するな

ど、感染リスクを低減させる対応策を講じた上で実施いたします。 

〇保護者が来校する行事等について 

保護者の皆様の検温等、感染症対策を講じた上で、時間や場所、実施方法を工夫するな

どの対応をとります。 

○健康診断や避難訓練等の健康安全に関する行事について 

保健・安全計画に基づき、感染症対策を講じた上で実施いたします。 

 



（３）学校給食について 

○マスクは食べる直前に外し、食事後は速やかにマスクを着用します。 

○食事の際は、飛沫を飛ばさないように机の並べ方を配慮したり、互いの距離がとれなけれ

ば、会話を控えたりするなどの対応をします。 

 

（４）清掃活動について 

〇十分な換気を行った上で、マスクを着用して行い、清掃前後は、必ず流水と石けん等を使

用して手洗いを必ず行います。 

 

（５）休み時間について 

〇教室等の窓を開け、換気を徹底します。児童が互いの間隔を適切にとるとともに、休み時

間終了後に手洗いを必ず行います。 

 

（６）いじめ防止について 

〇新型コロナウイルス感染症やワクチン接種の有無を理由とした差別やいじめが生じないよ

う指導を徹底いたします。特に、ワクチン接種については、「身体的な理由や様々な理由

によってワクチンを接種することができない人や接種を望まない人もいること。また、そ

の判断は尊重されるべきであること。」を発達段階に応じて指導いたします。 

〇児童には、登下校時など身体的距離が十分確保できる場面など、密集しない場面や運動す

る際、また高温下などには、マスクを外すことができることを引き続き伝えてまいりま

す。なお、学校生活の中でのマスク着用につきましては、様々な事情により、「マスクを

しない児童」「できない児童」がおりますこともご理解いただきたいと思います。「マス

クをすること、しないこと」で、いじめや差別につながらないように指導してまいりま

す。 

 

４ 保護者の皆様へのお願い 

○毎朝の検温、健康観察について 

１人１人が「感染しない、させない」ためにも、ご家族に発熱や風邪、体調不良等、何

らかの症状が見られる場合や、ご家族がＰＣＲ検査等を受けられる場合は、学校に速やか

にご連絡をお願いいたします。児童には、無理をさせず、登校を控え、早めに休養させて

ください。なお、感染リスクなどを考慮し、ご家庭の判断で登校を控える場合は「欠席」

とはいたしません。 

〇Googleフォームや連絡帳等での「欠席連絡」について 

「欠席連絡」等については、具体的にお知らせください。「体調不良」だけでの記載で

は、発熱等があるのかが分からず、折り返しのお電話をさせていただいています。「発

熱」だけの記載も、「体温」についての確認をさせていただいています。その他の症状で

のお休みの場合も、「体温」についても必ずお知らせください。夜間や土・日・休日（欠

席する日の所に、休日等での体調不良の日を入力してください）を含めて、Googleフォ

ーム「欠席連絡」への入力をよろしくお願いいたします。 

○不要不急の外出は控え、外出する場合は、少人数で混雑している場所や時間を避けて行動

するようにお願いします。 


